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はじめに
　本稿は平成27年度に椙山女学園研究費助成金Aを受給して研究を開始した，椙山
女学園大学教育学部と附属幼稚園（以下，椙山幼稚園と呼称）との共同研究の進捗状
況について報告するものである。この共同研究は，教育学部の教員がもつさまざまな
リソースを椙山幼稚園に提供し，椙山幼稚園の教諭の力量向上と，教育環境の改善に
資する活動を行うことを目的としている。本研究は複数年度に渡って実施される予定
であり，初年度にあたる平成27年度は，研究代表者である山田真紀が持つリソース
のひとつである「シドニー市の公立Ａ幼稚園とのつながり」を用いて，椙山幼稚園の
教諭がＡ幼稚園で研修を行い，全く異なった環境のなかに身を置くことにより椙山幼
稚園の教育環境を相対化する機会を持つとともに，改善につながるアイディアについ
てブレーンストーミングして，そのなかのいくつかを実践に移すという活動を行っ
た。本稿では，シドニー市のＡ幼稚園での研修から明らかになったことと，今，椙山
幼稚園で進みつつある新しいプロジェクトの進捗状況について報告したい。
１．シドニー市のＡ公立幼稚園でのインターンシップ
　Ａ公立幼稚園は，シドニー市の南西部にある公立幼稚園であり，教育学部の「海外
教育研修Ⅱ（実地研修）」（通称：シドニー研修）で過去８年間に渡り，学生を受け入
れてくれ，また教育学部の磯部錦司教授がたびたびアートワークショップを行うな
ど，教育交流・研究交流を続けてきた園である。シドニーの幼稚園はレッジョ・エミ
リアの保育思想の影響を強く受けており，アートを中心とした自由保育を行ってい
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る。Ａ幼稚園は優秀な園長先生のリーダーシップのもと，質の高い保育を行ってお
り，オーストラリア連邦政府が選ぶ優秀園にも選定されている。
　このＡ幼稚園において，2015年８月３日㈪と４日㈫の２日間に渡り，午前９時か
ら午後３時までのフルタイムで，本研究会メンバーのふたりの教諭，椙山幼稚園の三
田郁穂と山田祥世がインターンシップを行った。インターンシップの目的は，椙山幼
稚園とは全く異なった環境に身を置くことにより，自分たちの日頃の実践を相対化す
るとともに，新たな保育のアイディアを発見するというものである。１日目は終日の
参与観察を行い，Ａ幼稚園の１日の流れ，スタッフと子ども達の関わり方や動き，保
育の環境構成などについて，メモや写真を取りながら情報を収集した。２日目は可能
な部分において保育に関わり，子ども達とも交流した。２日目の終了時には，Ａ幼稚
園のスタッフと情報交換会を持ち，２日間のインターンシップで疑問に感じたことや
感銘を受けたことなどについて意見を交わし，また日本の幼稚園が直面する課題につ
いて情報提供するなどの機会を持つことができた。交流会においては，Ａ幼稚園の専
任教諭である日本人のＫさんに分からないところは通訳してもらい，正しい情報を得
るように努めた。以下，三田郁穂と山田祥世のフィールドノーツを参照しつつ，Ａ幼
稚園の概要について紹介していきたい。
⑴　Ａ幼稚園の概要
①Ａ幼稚園の人的環境
　Ａ幼稚園には，主に３歳から５歳までの幼児が通う。特別な事情のある場合は２歳
児も受け入れている。定員は50名であるが，通園児は98名である。年齢による定員
はなく，全体で１日50名の収容人数が保たれように通園児を調整している。シドニー
は移民流入を主な原因とする人口増加が著しく，保育施設の不足が深刻である。その
ため園児は週に２～３回のみ通園し，平日の５日間をすべて通園する子どもはいな
い。Ａ幼稚園では，月曜と火曜を前半グループ，木曜と金曜を後半グループとして園
児を２つのグループに分け，水曜日は混合グループとし，待機リストに載る子ども達
が少しでも多く通園できるようにしている。なお，国の政策により，先住民族（アボ
リジニとトレス海峡諸島民）にルーツのある子ども達は優先的に入園できる。
　保育料は，所得に応じた援助もあるものの１日58ドル（約5800円）と高額である
ことも全日通園を難しくしている原因である。両親ともフルタイム勤務をしている場
合は，保育施設に通えない曜日はベビーシッターなど，別の保育サービスを利用す
る。
　Ａ幼稚園には，大卒のスタッフが２名，大卒ではない有資格者が４名，その他，
パートなどの臨時職員が４名程度いる。オーストラリアでは，24か月未満の子ども
は４人に対しスタッフ１人，24か月以上36か月未満の子どもは５人に対しスタッフ
１人，36か月以上学齢期未満の子どもは10人に対し１人のスタッフを配置すること
が法律で定められている1）。特別な支援を要する園児が在籍する場合は，加配のス
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写真１．Ａ幼稚園の園舎 写真２．園庭（砂場）
図１．Ａ幼稚園の見取り図
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タッフを雇用することのできる助成金を利用することができる。Ａ幼稚園は年齢別ク
ラスを採用しておらず，また各スタッフが担当する園児を決めていないため，全ス
タッフで園児全員を見守る。スタッフは担当する場所が決められており，園内地図に
スタッフの名前が書き入れられているものの，今，自分が視野に収めている子どもの
人数を常に意識し，規定の人数を超えている場合は，他のスタッフに援助を頼み，ま
た子どもの動きをみて担当する子どもの範囲を適宜変更するなど，スタッフ間の連携
を取りながら，臨機応変に子どもを見守っている。
②Ａ幼稚園の物的環境
　Ａ幼稚園は，木々に囲まれた小学校の一角にある。１階建ての木造の園舎（写真
１）と木々が日陰をつくる園庭からなる（写真２）。木造の園舎の見取り図は図１に
示した通りである。保育室が３つあり，それぞれの部屋にはアトリエ，ダイニング
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ルームなどの役割がある。日本のように年少児・年長児のクラスがあるわけでも，ク
ラス別の専用保育室があるわけでもない。園庭には手作りの遊具（滑り台，シーソー
など）が配置されている。オーストラリアの保育施設の安全基準は厳しく，腰の高さ
以上に高い遊具がある場合は，過って落下した際にけがをしないようにクッション性
のある地面にするなどの基準を満たす必要があり，ひとつひとつの遊具について基準
を満たしている証明書を発行してもらい，それを管轄する役所に提出する義務があ
る2）。また，腰の高さ以上に高い遊具で遊ぶときには，必ず監督するスタッフが必要
で，近くにスタッフがいない場合には，子ども達はスタッフを呼びに行くことになっ
ている。
③Ａ幼稚園の保育方針
　Ａ幼稚園の保育方針としてスタッフ間で共有していることは「Belongingそこに居
場所があること」「Beingありのままに存在し」「Becoming何者かに成長していくこ
と」。特徴的なのは，以下の５つの哲学である。
　第一に「自分の体の声を聴くこと」。日本の保育施設では排泄の時間，食事やおや
つの時間，お昼寝の時間が定められているが，Ａ幼稚園にはそのような時間はなく，
排泄したいときにトイレにいき，空腹を感じたらおやつやランチを食べ，休息したい
ときにお昼寝用の場所にいくことになっている。保育者は12時までに全員がランチ
かモーニングティを取ったかどうかを確認するが，親が持たせたランチやモーニング
ティを残さず食べたかどうかは確認しない。
　第二に，子ども達の好奇心と探求心が育つような環境が常に準備されていること。
子ども達は遊び，表現するなかで，学びを深めていく。そのため，いつでもどこでも
子どもが遊び，表現することを保証する環境が整えられている。アトリエや戸外に
は，絵の具，画用紙，木片，はさみ，ボンドなど，子どもがいつでも自由に創作に使
えるアイテムが整えられている。はさみなど，小さい幼児には危険に思われるものも
排除しない。保育者は危険を隠すのが仕事ではなく，危険ではない使い方を教えるの
が仕事であるからだという。写真３は戸外のテラスにあるアートコーナー，写真４は
小学校との敷地の境にあるフェンスに備え付けられた画板，写真５は保育室内にある
アートスペース，写真６はそれに隣接する，子ども達が自然物で作ったアートを展示
するコーナーを撮影したものである。
　第三に，子ども達に「本物に触れさせること」を大切にしている。園内にあるロッ
カーや机は，使い込まれてはいるが本物のマホガニーを使った調度品であり，保育室
に飾られている絵画は，地元のアーティストが描いた芸術品である。おもちゃは自然
界にある枝や木片や石などがほとんどで，プラスティック製の幼児用おもちゃは見当
たらない。日本の保育施設が「子どもの用のイラスト」「子ども用の調度品」「子ども
用の知育玩具」に彩られているのと好対照である。
　第四に，こうした環境構成のもとで，ひとりひとりの経験から深められた学びを大
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切にしている。子どもが何もしていないとしても「考えている時間」として尊重する
こと，保育者がその意味することをすぐに把握できないとしても子どもが熱中して取
り組んでいることを尊重すること，そこから生まれた学びは職員や保護者と共有する
こと。そのため在園児98名分の Learning Storyという行動記録を作成しており，ス
タッフなら誰もが見たこと，気づいたことを，いつでもパソコンに入力できるように
なっている。この行動記録は保護者が閲覧できる専用のWEBページに公開しており，
保護者もこの記録にコメントが記入できるようになっている。年に２回，教員２名と
保護者で面談する機会を持ち，子どもの経験と学びについて共有している。
　第五に地域コミュニティとの連携を大切にしている。上記の年２回の保護者面談の
他に，保護者とスタッフが交流するモーニングティやディナーが園内で年に数回開か
れ，また保護者は必要であるときにはいつでもスタッフと面談でき，相談事のある保
護者はいつものお迎え時間よりも早く来園して相談の時間をもつことになっている。
地域社会からのサポートも歓迎し，保護者や地域の人々のリソースを生かして，芸術
ワークショップを行い，また園舎にアートペイントを施してもらうこともある。特に
アボリジニの文化の継承には力を入れており，地域に住むアボリジニの方に来てもら
い，アボリジニの昔話を聞き，またアボリジニアートを体験するなどのワークショッ
プも行っている。
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④Ａ幼稚園の１日の流れ
　スタッフは８時30分ころに出勤し，園児が９時に登園するまでの間にスタッフミー
ティングを行う。９時になると園児が保護者とともに登園をはじめ，９時30分までに
全員の登園が完了する。登園してきた園児から，好きな遊びを始める。園舎全体の部
屋が開放され，園児はどこに行ってもよく，その場に居合わせた友達と自由に遊ぶこ
とができる。この時間のみ毎日特定の場所に同じスタッフが配置される。９時50分
になると，10時からのグループタイムに向けて，片付けをはじめ，グループごとに
集まり，準備をする。10時からグループタイムである。３つのグループに分かれ，
計画された活動を行う。音楽に合わせて手にした布をひらひらさせながらダンスする
グループ，アートワークショップをするグループ，先生に絵本を読んでもらい，その
内容をめぐって話し合うグループなどである。このグループは学期ごとに意図的に組
み替える。10時30分になるとグループタイムが終わり，自由遊びの時間となる。グ
ループタイムで取り組んだことを続ける子，戸外での遊びを楽しむ子，モーニング
ティを取る子などさまざまに時間を過ごす。12時までにモーニングティもしくはラ
ンチを取ることになっており，スタッフは全員が取り終えていることを確認する。13
時15分まで自由遊びの時間が続く。スタッフはこの時間までに交代で昼食を取る。
13時15分からミーティングタイムが始まる。この時間のみ年齢に応じて３つのグルー
プに分かれる。ミーティングタイム終了後から14時45分までは，休息の必要な子は
お昼寝コーナーで休み，必要でない子は戸外に出て自由遊びをする。14時45分にな
ると降園の支度をして，保護者のお迎えを待つために，ひとつの部屋に集合する。15
時までにすべての園児が降園する。なお，Ａ幼稚園の園舎は，Ａ小学校の敷地内にあ
ることから，９時までの時間と，15時以降は，登校前・下校後の児童預かり施設とし
て園舎が利用されている。
⑵　インターンシップから得られた学び
　Ａ幼稚園でインターンシップをした三田郁穂と山田祥世は，子ども達のナチュラル
スピードの英語に苦戦しながらも，有意義な２日間を過ごし，大いに刺激を受けるこ
とになった。以下に示すものは，両者が研修後に書いたレポートの一部である。
①三田郁穂レポート
　Ａ幼稚園でのインターンシップを通して，Ａ幼稚園と椙山幼稚園の共通点と相違点
が見えてきた。共通点の第一は，教師によって意図的に環境構成されたなかでの子ど
もの自由な遊び，自主的な活動を大切にするということである。Ａ幼稚園では子ども
の遊びが集団的な学びに高まるのであり，子どもの発想から学びが始まるとのことで
あった。幼稚園での学びは，好奇心と探求心が育つことが目的で，一人ひとりの経験
を学びとして大切にしていた。これは椙山幼稚園が大切にしている「環境を通しての
教育」「遊びを大切にする教育」と相通じるものである。共通点の第二は，プログラ
ムされた重要な経験を全員に与えるために，教師が構成するいわゆる “一斉活動” に
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も重きを置いていることである。Ａ幼稚園では，一斉活動はグループタイムとミー
ティングタイムの２つの時間に行われていた。ここでは計画的にメンバーを構成し，
内容を設定している活動であり，学期ごとにメンバーおよび内容を見直し，次の計画
に生かしているとのことであった。椙山幼稚園においては，クラスの活動，学年での
活動，仲良しクラスという縦割り集団での活動と，集団の規模は大きいものの，全員
に経験してほしいことは年間計画に取り込み，保育に取り入れ，実践後には評価と反
省をする。活動内容こそ違うが，一斉活動を行う意味と意図は同じであると感じた。
　次にＡ幼稚園と椙山幼稚園の相違点として以下の２点を感じ取ることができた。第
一に食事についてである。Ａ幼稚園では「体の声を聴く」ことを大切にするため，空
腹を感じたらモーニングティや昼食をとることになっている。これにより食に対する
主体性と自分の行動に対する責任感を育てることが可能になっていると思われるもの
の，食べ物を大切にすることや食事マナーについては重視されていないと感じた。家
から持ってきた食べ物を好き嫌いなく，すべて食べたかどうかの確認はなく，食事中
は立ち歩かない，食べ物を口に入れたまま話さないなどのマナーについて注意する場
面はなかった。一方，椙山幼稚園では，園内で調理された，バランスのよい食事を，
それぞれの子どもの体格や食欲に配慮しつつも，できるだけ残さず食べるという食育
に力を入れている。職員と子どもがともに配膳の準備をし，食事中のマナーにも注意
を払いながら，また，食べ物のありがたさについて意識させながら食事をとらせる指
導を行っている。
　相違点の第二は，創作表現活動についてである。Ａ幼稚園では創作表現活動に力を
入れており，室内でも屋外でも，いたるところに，いつでも描いたり作ったりできる
環境が整えられていて，子ども達はやりたくなったらいつでもその場所に行き，創作
表現活動を行っていた。子どもの遊びのなかに表現創作活動が自然に流れ込んでくる
ような様子であった。一方，椙山幼稚園でも，遊びのなかでさまざまな素材に触れて
制作活動や表現活動ができるようにしているが，常時その環境があるのは教室内だけ
である。また，制作活動においては，発達段階に応じていろいろなことを段階的に体
験させていきたいという意図から，年間計画に折り紙，描画，粘土などを配置してい
る。そのためすべての子どもが等しく体験する機会をもち，さまざまな表現方法を習
得できるという大きな成果もある。
　Ａ幼稚園で研修することを通して，椙山幼稚園のさらなる保育の改善のために，２
つのアイディアの着想を得た。第一に，創作表現活動についてである。椙山幼稚園で
も，戸外と室内の共通スペースに，いつでもやりたいときに表現創作活動ができる環
境を作るということである。そしてこのような活動ができる時間的余裕を持たせるこ
と，つまり「好きな遊びの時間」を十分に確保することが大切であると考えている。
第二に，年間計画の見直しである。創作表現活動の年間計画だけではく，椙山幼稚園
の教育計画や行事計画についても，計画に追われることはないだろうか，子供の姿に
応じた計画になっているだろうか，計画により遊ぶ時間を減らさざるを得ない状況が
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生まれていないだろうか，という疑問が沸き上がった。幼稚園での活動は，やればや
るだけ成果があることが多く，「昨年やったことは今年もやってほしい」という保護
者の期待もある。しかしながら，限られた保育時間のなかで何を大切にしたいのかと
いうことを再度考える時期に来ているのではないかと感じている。
　今年度，幼稚園教育課程の研究協議会に参加する機会をもち，教育課程の編成につ
いて考えることができた。そして，椙山幼稚園の教育課程を，子どもの育ちを中心に
おいて３年間が流れていくかたちで練り直すことを考え，椙山幼稚園の運営委員会で
提案した。今年度中に改善案の大枠を作り上げることを目標に取り組んでいきたいと
考えている。私案について職員全員で議論し，共通理解をもって具体的な年間計画作
成に進んでいきたい。
②山田祥世レポート
　Ａ幼稚園では，好きな遊びを自由に選べるような環境が整っている。自由遊びだけ
でなく，計画された活動も大切にされており，計画された活動のための環境構成もさ
れているものの，子どもの姿により柔軟に対応していけるような環境であった。登園
後に，保護者とスタッフが，室内や戸外に準備されている環境を利用しつつ，子ども
をうまく遊びに導いている様子が印象的であった。私が特に感銘を受けたのが，戸外
で表現制作活動を行う子ども達の姿である。戸外で描画されたものをみていると，素
直に感じた子どもの思いが描かれており，どの作品も子ども達を取り巻く環境と調和
がとれており，自然体であった。表現制作活動に夢中になって取り組む子，ふらっと
きて描く子などいろいろな姿があった。思いがすぐに表現できる場がどこにでもある
ことで，子ども達は自分がやりたいことにすぐに手が届くという安心感を抱いている
ようであった。
　Ａ幼稚園での園児の様子から，椙山幼稚園でも「身近な自然に触れながら，感じた
こと，刺激を受けたことを自由に表現できる場」を設けたいと考えた。思いをすぐに
表現できる場を意図的に作ることで，子ども達の遊びにどのような変化があるのか，
子ども達がその環境をどのように生かしていくのか。子ども達には自然を感じながら
制作することの楽しさを感じてほしいという願いを込めながら，以下に詳述する実験
的取り組みを進めていきたいと考えている。
２．椙山幼稚園での実験的取り組み
　Ａ幼稚園での研修ののち，定期的に開いている研究会において，椙山幼稚園の保育
の質の向上に資するアイディアについてブレーンストーミングし，今年度は，以下の
３つの取り組みを実践していくことに決まった。第一に，園長（石橋尚子）と教頭
（三田郁穂）を中心とした椙山幼稚園の教育計画・年間指導計画の見直しである。第
二に，Ａ幼稚園との交流を発展させるための「椙山幼稚園の親子シドニー研修の立
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案」である。第三に，山田祥世を中心に全教諭の協力を得ながら運営される，アート
コーナーの実践である。第一の教育計画・年間指導計画の見直しについては進行中で
あり，その変化による保育の変容について考察するには経年変化をみる必要があるた
め，数年後に報告することにし，ここでは第二と第三の進捗状況について報告する。
⑴　親子シドニー研修の立案について
　椙山女学園は学園全体で国際交流に力をいれており，小学校・中学校・高等学校・
大学とそれぞれにさまざまな海外研修制度を持っている。そこで幼稚園でも海外研修
制度を設け，親子でともにシドニーにいき，英語研修，現地の幼稚園での園児交流，
日系の子ども達との交流などを含むシドニー研修を立ち上げることで，学園の海外研
修の縦のつながりを完成させたいと考えた。今回，職員研修でお世話になったＡ幼稚
園は，過去８年間に渡り，教育学部と交流をもってくれている幼稚園であり，園児の
交流を含むプログラムを実施させていただくことで，さらなる交流の発展を目指した
いという思いもあった。Ａ幼稚園の園長先生は，日本人の子ども達との交流を含む
アートワークショップに興味を示してくださり，また教育学部の海外研修をサポート
してくれている現地コーディネーターも協力を快く引き受けてくれたことから「親子
シドニー研修」の見通しは明るいものとなった。そこで，椙山幼稚園では「親子シド
ニー研修」のニーズを探るため，保護者を対象としたアンケート調査を実施すること
にした。調査票は巻末の資料に示した通りである。その結果，「参加希望」は11家族，
「検討する」が49家族と，非常に前向きな回答が得られた。
　保護者が高い関心を寄せてくれていることが明らかとなったことから，幼稚園の職
員会議において研修を行うかどうかの議論をしてもらうことにした。残念ながら「日
本語を習得する途上にある幼稚園児に，海外研修が本当に必要なのか」「英語が必ず
しも堪能であるわけではない職員が引率して，園児および保護者の安全が確保できる
のか」「園児のきょうだい児は研修中にどうするのか」などの問題や疑問が呈され，
拙速に研修を行うことには反対の意見が多かったため，来年度の実施は見送られるこ
とになった。幼稚園における海外研修は，幼稚園の特色ある教育活動になりえるこ
と，実際に保護者からの関心が高いこと，交流をさせてくれる幼稚園や日本語学校が
あり貴重な資源が豊富にあることから，将来の実現に向けて，少しずつ職員に働きか
けていくこととなった。
⑵　アートコーナー設置の実践について
　山田祥世を中心に全教諭の協力を得て，戸外と園内の共有スペースに表現創造活動
ができる環境を整えるという実践が進行中である。戸外では森のログハウス横のス
ペース（写真７），室内では共有スペースの一角に，絵の具，デッサン用クレパス，
画用紙を置き，自由に好きなものを描くことのできる場，自然物，木工，ボンドなど
を使って自由に好きなものを制作できる場を作った。自由遊びの時間に，年中児と年
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長児の誰でもが参加できるようにした。職員に周知した留意点は以下の３点である。
・森の倉庫に制作に必要な道具を準備して，子どもの活動の流れやニーズにあわせて
柔軟に対応できるようにする。（準備しておくもの：はさみ，セロテープ，ボンド，
大きな白紙，画用紙，コピー用紙，画板，絵の具，デッサン用クレパス，シート，
鉛筆など。）
・自由に表現制作活動ができる場であることを子ども達に周知し，定着させるため
に，継続して行う。細かな規制はしない。
・フロッタージュ，デカルコマニーなどの技法を取り入れつつも，子ども自身が試し
ながら経験できるように見守り，子どもの感性に共感する。
・手本や見本を示すということではなく，教師自身もその場で楽しみながら表現制作
活動に参画する。
　山田祥世は，日々のアートコーナーの様子を写真とメモにより記録している。この
記録から，以下に特徴的なエピソードを２つ紹介する。
①エピソード１（10月28日・29日）
　10月28日に園内で芋ほりがあった。園児は夢中になって芋ほりに取り組んでいた。
この日から森のログハウス横のアートコーナーがオープン。真新しいデザイン用クレ
パスに興味を惹かれ子ども達が集まってくる。みな好きな絵を描いているが，今日の
芋ほりの印象が強いためか，芋ほりの絵を描く子が多い。大きな白紙を地面に広げ，
絵の具も使えるようにすると，複数の子ども達が共同で，ダイナミックに芋ほりの絵
を描き始める。クレパスで描いていた子も興味をひかれ，次々に集まり，絵筆をと
る。描ききれなくなったので白い紙をつぎ足す（写真８）。そのあと，しばらくして
アートコーナーのいたるところに画板をつるして描けるようにすると，みんなと一緒
に描くよりも，一人で描きたい子が集まってきて，そこに芋ほりの絵を描き始める
（写真９）。給食後も室内のアートコーナーで芋ほりの絵を描く子の姿が見られた。翌
日も，描ききれなかった数名の子ども達が，昨日の続きがしたいといい，アートコー
ナーに集まってくる。29日は風の強い日であったため，子ども達は小石を集めてき
て，画用紙が飛ばないように小石を文鎮替わりに使っていた。戸外遊びが始まって
30分ほど経過したのちに，子ども達が集まってくる。一番やりたい遊びであった氷
鬼やどんぐり拾い，森のすべり台を一通りして，満足したのちに，アートコーナーに
立ち寄ってくれる子が多い。アートコーナーが盛り上がるのは，戸外遊び開始後の
30分から40分であり，後片付け時間の間際となることが多いので，子ども達の集中
力ややりたい気持ちを尊重するためには，時間の確保が課題となる。
②エピソード２（11月4日・5日）
　アートコーナーにテントウムシが飛んでくる。「怖い」と逃げていた子も，教師が
触ってみせると，テントウムシの堅い羽の下から透明の柔らかな羽が飛び出してきた
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のをみて驚く。テントウムシをじっくりと観察したことが印象的であったようで，子
ども達は「テントウムシを描きたい」「先生も一緒にかこう」と言い出す。みんなで
テントウムシを描いていると，年長児が集まってきて葉っぱのフロッタージュをやっ
てみせてくれる。フロッタージュとは，でこぼこのある固いものを紙の下に置き，紙
の上からクレパスや色鉛筆で色を付けると，かたい部分に色が強く出て，写し絵がで
きるという手法である。年中児も興味をもち，「どんな色でやろうかな」と葉っぱの
フロッタージュを始める。教師が緑色の画用紙を画板につけてつるしておくと，フ
ロッタージュして作った葉っぱを貼り付けて，木を作ることになる。まずは絵の具で
幹を描く。いろいろな色のクレパスでフロッタージュされた葉っぱを作る。なかには
白い紙ではなく，色のついた紙にフロッタージュをする子もいる。しかしここで戸外
遊びの時間切れ。「また，明日もここに来るからね！また明日もできる？」と聞いて
くる。明日もできることを確認する時点で，まだ子ども達にアートコーナーが定着し
ていないことを示している。次の日も，昨日来ることを約束していた子が友達を連れ
てやってくる。絵具で描いた木の幹に，フロッタージュした葉っぱを切り抜いたもの
をはりつけていく（写真10）。そこへ年中児がやってきて「何をしているの？」と興
味を示す。年長児は「葉っぱを作っているんだよ」と切り取った数枚の葉っぱを手渡
す。そのあと，年中児はその葉っぱを滑り台の切符として利用して遊んでいた。「先
生，この遊び，これからもやる？」と聞く子ども。「やるよ」と答えると安心した様
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子で，自分が今一番やりたい遊びに戻っていった。いつでも遊べるという環境は，子
ども達に安心感を与えるようだ。
　アートコーナーの設置から約４か月が経過した。アートコーナー設置により，遊び
の延長上に絵を描いたり，制作したりすることが位置づき始めていること，アート
コーナーでは年中児と年長児の教えあい，学びあいの姿が見られるようになったこと
に大きな手ごたえを感じている。一方で，課題も見えてきた。第一に，望ましい場所
の確保である。森のログハウス付近は，木漏れ日が美しく，秋のアートコーナーとし
ては最適な場所であったものの，夏には蚊の発生が心配され，冬には日陰になるため
寒いので，他の季節ではあまり適した場所とはいえない。季節に応じてアートコー
ナーの場所を変えていく工夫が必要である。第二に，アートコーナーの準備と後片付
けに，かなりの時間と労力を要するということである。天候が許すならばアートコー
ナーはいつでもどこでもアクセスできる場として「出しっぱなし」にしておくことが
望ましいのであるが，降園時間以降の教諭の監督下にない時間帯に，適切ではない利
用があり，園児の書きかけ，作りかけの作品に望ましいとはいえない手が加えられて
しまうこともたびたびあったため，自由遊びが始まる時間に出して，自由遊びが終わ
る時間に片づけることにした。園児も手伝ってくれるものの，これらには時間を要
し，自由遊びの時間は，教諭のうちのひとりが必ずアートコーナーでの子どもの様子
を視野に収めていなければならないため，それが負担になるときもある。シドニーの
Ａ幼稚園にはアトリエスタのＳ先生が専任のスタッフとして常駐しているため，この
ような問題はクリアされていた。椙山幼稚園でも，子どもの表現活動に関心のある大
学院生にボランティアとして見守りと片付けに協力してもらうなど，工夫していく必
要がある。
おわりに
　椙山幼稚園の教諭はみな，いつも笑顔を絶やさず，子どもに励ましの声をかけ，同
時に全体への配慮を欠かすことなく，常にテキパキと立ち働いている。一方で，シド
ニーのＡ幼稚園では，まったく異質の時間が流れているかのようであり，保育者も子
ども達ものんびりと好きなことにじっくりと取り組んでいるように思える。椙山幼稚
園もシドニーのＡ幼稚園も「子ども達に幸せな時間と，のびのびと自分を成長させて
いけるような環境を提供したい」という願いは同じであるのに，なぜこのように時間
の過ぎゆくさまが異なるのだろうか。
　最も自明で重要な違いは，保育者ひとりあたりの子どもの人数である。シドニーの
Ａ幼稚園ではひとりの保育者あたり子どもは10人であるのに対し，日本の幼稚園は
30人である。ひとりひとりに丁寧にかかわろうとすればするほど，教諭はＡ幼稚園
の３倍のスピードと量のタスクとサービスを求められるのである。日本の場合，教諭
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の努力と工夫により，低コストでクオリティの高い保育が成し遂げられているといえ
るのかもしれない。
　日本の保育のさらなる向上のためには，これまで大切に育ててきた自分たちの保育
を振り返り，それを土台としながらも，これまでのやり方とは違うオールタナティブ
があることを知り，常に挑戦と試行錯誤を厭わないこと。これが肝心であるという信
念のもと，我々は研究を続けている。初年度は，文化も保育思想も大きく異なるシド
ニーのＡ幼稚園において教諭がインターンシップを経験するという試みを行ったが，
その成果は早くも幼稚園のあちらこちらで芽を出している状況である。本研究は，大
学と附属幼稚園の学びあいの場の構築という意味でも意義のあるものと考えている。
今後も継続して研究を続けていきたい。
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■註
１） 国家基準については以下のサイトを参照のこと。（平成28年１月15日に接続確認）。2015年12
月31日より，基準が変更となり，24か月以上36か月未満のスタッフの割合が，1：8から1：5に
改められた。
 http://www.dec.nsw.gov.au/what-we-offer/regulation-and-accreditation/early-childhood-education-care/
regulatory-framework/national-quality-framework/qualifications-and-ratios
２） 野田舞・山田真紀「保育環境の安全基準に関する日豪比較─園庭の環境づくりに焦点をあて
て─」『椙山女学園大学教育学部紀要』第８号，平成27年３月，pp. 109‒130．
参考）「シドニー親子遠足」希望アンケート（保護者向け）
　椙山女学園大学附属幼稚園では，平成28年度に試験的に「シドニー親子研修」の実施を
検討しています。研修先はオーストラリアのシドニー市，研修期間は８月８日㈪～19日㈮を
予定しています。研修内容は，親子それぞれの英会話レッスン，シドニー公立幼稚園の見学，
公立幼稚園の園児との交流（アートワークショップなど），シドニー市内および近郊への観
光などを予定しています。園児１名と保護者１名の参加でホテルステイ朝食付きで研修費は
親子セットで70万円程度の見込みです。また，ごきょうだいの同伴は可能ですが，別途料
金がかかります。同伴者が小学生の兄姉の場合，英語研修や現地小学校の見学などが可能に
なります。現段階では実施できるかどうか未定ではありますが，保護者のみなさまのニーズ
があるのかどうかをお聞きしたいと思います。お手数ではありますが，以下のアンケートに
お答えください。
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（補足説明）
　シドニー親子研修には添乗員とともに附属幼稚園の教諭が２名同行し，現地では椙山女学
園大学教育学部教授１名が参加者の学習や生活をサポートします。現地では教育学部の学生
が研修をしており，園児のみなさんとの交流やサポートも一部行う予定です。オーストラリ
アシドニー市は治安もよく，８月は冬でちょうど日本の３月くらいの気候です。
質問１．シドニー親子研修に関心がありますか？
①関心がある
②関心がない
質問２．実現した場合，参加を希望しますか？
①希望する
②希望しない
③検討する
質問３． シドニー親子研修についてご要望ご質問があればお書きください。
